
奨
学
金
の
返
済
状
況
は

八
戸
大
橋
塗
装
工
事
の
不
備

私
学
助
成
の
拡
充
を

馬
淵
川
の
整
備
状
況
は
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議
案
・
意
見
書
等
の
賛
否

〇
賛
成　×

反
対

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
1
号
）
案

県
行
政
手
続
き
等
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
係
る
5
議
案

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を
求
め
る
意
見
書

安
保
法
制
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書

労
働
法
制
改
悪
反
対
を
求
め
る
意
見
書

年
金
積
立
金
の
安
全
・
確
実
な
運
用
を
求
め
る
意
見
書

T
P
P
合
意
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

政
府
に
よ
る
米
価
対
策
を
求
め
る
意
見
書

第
80
回
国
民
体
育
大
会
の
招
致
に
関
す
る
決
議

××

〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇

×××××

〇

〇〇〇

×××××

〇

〇〇〇〇〇〇

××

〇

〇〇〇

×

〇〇

××

〇

××

〇〇〇〇〇〇〇

共
産
自
民

民
主

公
明

青
和
無

質疑を行う松田議員
（10月16日）

新函館北斗駅を視察（右端松田議員9月10日）

民
主
党
が
提
案
理
由
説
明
、共
産
党
松
田
議
員
が
賛
成
討
論

民
主
党
が
提
案
理
由
説
明
、共
産
党
松
田
議
員
が
賛
成
討
論

戦
争
法
廃
止
、労
働
法
制
改
悪
反
対
、年
金
の
リ
ス
ク
運
用
反
対

戦
争
法
廃
止
、労
働
法
制
改
悪
反
対
、年
金
の
リ
ス
ク
運
用
反
対

戦
争
法
廃
止
、労
働
法
制
改
悪
反
対
、年
金
の
リ
ス
ク
運
用
反
対

9月県議会9月県議会
9月18日～10月9日9月18日～10月9日

実
な
運
用
に
関
す
る
意
見
書
が
民

主
党
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
10

月
6
日
、
民
主
党
の
渋
谷
議
員
が

3
本
の
提
案
理
由
を
述
べ
、
共
産

党
の
松
田
議
員
が
賛
成
討
論
を
行

い
ま
し
た
。

　

9
月
定
例
県
議
会
は
、
9
月

18
日
か
ら
10
月
9
日
ま
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
安
藤
議
員
が
立

ち
、
議
案
の
質
疑
と
一
部
反
対

討
論
を
す
わ
議
員
が
行
い
ま
し

た
。

　

今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
補
正

予
算
に
は
、
地
方
創
生
に
係
る

交
付
金
、
医
療
・
介
護
総
合
法

の
実
施
事
業
費
、
他
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
に
係
る
5
本
の
議
案
が

提
出
。
党
県
議
団
は
そ
の
ね
ら

い
を
浮
き
ぼ
り
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
医
師
・
看
護
職
・
介

護
従
事
者
の
十
分
な
確
保
を
求

め
た
意
見
書
が
全
会
派
一
致
で

採
択
。
民
主
党
が
戦
争
法
廃
止

の
意
見
書
を
提
出
す
る
な
ど
様

変
わ
り
し
ま
し
た
。

賛成討論を行う松田議員（10月6日）

　

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
解
禁

す
る
安
全
保
障
関
連
法
令
の
廃
止

を
求
め
る
意
見
書
、
労
働
者
保
護

ル
ー
ル
改
悪
反
対
を
求
め
る
意
見

書
、
年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険

者
の
利
益
の
た
め
の
安
全
か
つ
確

を
鮮
明
に
打
ち
出
し
ま
し
た
。
松

田
議
員
は
、
違
憲
立
法
を
許
す
な

ら
、
立
憲
主
義
、
民
主
主
義
、
法

の
支
配
と
い
う
我
が
国
の
存
在
の

　

6
月
議
会
で
は
、
安
保
法
制
案

の
撤
回
を
求
め
た
共
産
党
か
ら
の

意
見
書
案
に
民
主
党
は
否
決
に
ま

わ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
「
廃
止
」

土
台
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
と
強

調
。
ま
た
、
労
働
法
制
改
悪
の
実

施
を
許
さ
な
い
取
組
の
重
要
性
を

指
摘
。
年
金
の
株
式
等
の
リ
ス
ク

運
用
を
や
め
、過
大
な
積
立
金
は
、

報
酬
比
例
部
分
の
給
付
水
準
の
維

持
に
活
用
す
る
よ
う
主
張
し
ま
し

た
。

　

安
保
法
制
は
、
立
憲
主
義
と
民

主
主
義
を
崩
壊
さ
せ
る
重
大
な
問

題
。
多
数
を
握
る
自
民
党
と
公
明

党
は
、
6
月
議
会
に
続
き
、
反
対

討
論
は
な
く
、
な
ぜ
反
対
な
の
か

の
理
由
を
述
べ
ら
れ
な
い
ほ
ど
追

い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

自
民
・
公
明
は
反
対
討
論
な
し

自
民
・
公
明
は
反
対
討
論
な
し

自
民
・
公
明
は
反
対
討
論
な
し

自
民
・
公
明
は
反
対
討
論
な
し

医
師
・
看
護
職
な
ど
の
十
分
な
確
保
は
喫
緊
な
課
題

医
師
・
看
護
職
な
ど
の
十
分
な
確
保
は
喫
緊
な
課
題

医
師
・
看
護
職
な
ど
の
十
分
な
確
保
は
喫
緊
な
課
題

　

青
森
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
党
県
議
団
と
無
所
属
の
古
村
氏

の
4
名
で
、
夜
間
・
交
替
制
勤
務
を
行
う
看

護
職
、
介
護
従
事
者
な
ど
の
労
働
環
境
の
改

善
、
医
師
・
看
護
職
・
介
護
従
事
者
の
十
分

な
確
保
を
講
じ
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
案
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
だ
と
、
共
産
党
か
ら
出
さ
れ
る

も
の
は
、
大
抵
否
決
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

自
民
、
公
明
会
派
が
修
正
案
を
出
し
、
共
産

党
と
古
村
氏
が
受
け
入
れ
た
こ
と
で
全
会
派

一
致
の
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
医
療
・
介
護

は
、
医
師
・
看
護
職
・
介
護
従
事
者
の
懸
命

な
努
力
で
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
労

働
環
境
の
改
善
、
十
分
な
確
保
は
喫
緊
な
課

題
だ
と
明
記
し
ま
し
た
。

全 会 派
一 致 採 択
全 会 派
一 致 採 択
全 会 派
一 致 採 択

　

松
田
議
員
の
県
奨
学
会
の
返
還
状
況
に
つ
い
て

の
質
問
に
対
し
、
教
育
長
は
「
大
学
生
で
返
還
率

91
％
、
高
校
生
で
返
還
率
76
％
で
あ
る
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
、
延
滞
金
や
保
証
人
の
廃
止
、
所

得
に
よ
る
返
済
の
減
免
制
度
を
設
け
る
こ
と
と
給

付
制
の
奨
学
金
を
創
設
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

　

松
田
議
員
は
、
八
戸
大
橋
塗
装
不
正
工
事
に
つ

い
て
、
こ
の
間
行
わ
れ
た
補
修
工
事
の
結
果
と
今

後
の
対
応
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
部

長
の
答
弁
で
は

「
や
り
直
し
た

場
所
以
外
か
ら

さ
び
が
見
つ

か
っ
た
」
こ
と

が
明
ら
か
に
さ

れ
ま
し
た
。

　

消
費
税
増
税
後
の
県
経
済
の
動
向
に
つ
い
て

の
質
問
に
対
し
て
、
企
画
政
策
部
長
は
、「
緩

や
か
に
持
ち
直
し
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
「
県
民
の
生
活
実
感
か
ら
か
け

離
れ
て
い
る
」
と
批
判
。「
雇
用
で
増
え
た
の

は
非
正
規
、
実
質
賃
金
引
き
下
げ
、
年
金
削
減
、

社
会
保
障
費
の
負
担
増
で
県
民
の
く
ら
し
は
大

変
。
消
費
税
10
％
は
や
め
る
べ
き
」
と
発
言
し

ま
し
た
。

平成２６年度決算特別委員会１０月１５、１６、１９日平成２６年度決算特別委員会１０月１５、１６、１９日平成２６年度決算特別委員会１０月１５、１６、１９日 8
％
で
景
気
減
速
、消
費
税
10
％
は
中
止
を

88
％
で
景
気
減
速
、消
費
税
10
％
は
中
止
を

県
境
不
法
投
棄
4
7
6
億
円
回
収
不
能
へ

県
境
不
法
投
棄
4
7
6
億
円
回
収
不
能
へ

県
境
不
法
投
棄
4
7
6
億
円
回
収
不
能
へ

　

県
境
不
法
投
棄
物
撤
去
の
代
執
行
費
用
に
つ

い
て
「
こ
れ
ま
で
に
回
収
が
5
9
3
4
万
円
」

に
す
ぎ
ず
、
総
額
4
7
６
億
円
の
ほ
と
ん
ど
が

回
収
不
能
に
な
る
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
も
質

疑
の
中
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は「
こ
の
件
で
県
の
職
員
は
戒
告
・

訓
告
な
ど
処
分
さ
れ
た
の
に
知
事
の
責
任
が
不

問
に
付
さ
れ
て
い
る
の
は
納
得
で
き
な
い
」
と

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
「
勇
気
あ
る
告
発
に
よ
っ
て
補
修

工
事
が
行
わ
れ
た
。
告
発
し
た
方
々
に
報
告
・
説

明
す
べ
き
」
と
迫
り
ま
し
た
。

　

後
日
、
報
告
・
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
私
学
助
成
に
つ
い
て
、
県
の
補
助

が
少
な
い
こ
と
を
批
判
、
関
係
者
か
ら
「
県
は
私

学
の
公
教
育
と
し
て
果
し
て
い
る
役
割
を
認
識
し

て
欲
し
い
」と
の
声
が
上
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。

又
、
生
徒
の
授
業
料
支
援
に
つ
い
て
も
、
授
業
料

滞
納
者
が
増
え
、
中
途
退
学
し
て
い
る
状
況
を
示

し
、
さ
ら
に
一
層
の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

　

毎
年
の
よ
う
に
河
川
の
水
害
が
発
生
し
て
い
る

馬
淵
川
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
、質
問
し
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
「
現
地
を
見
て
来
た
が
、
国
の
補

助
で
つ
く
ら
れ
た
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
や
り
ん
ご
畑

等
が
整
備
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。
心
配
の
声

を
農
家
の
方
か
ら
聞
い
て
き
た
」
と
述
べ
、
農
家

の
意
欲
を
そ
ぐ
こ
と
の
な
い
よ
う
、
整
備
を
求
め

ま
し
た
。

商工労働観光エネルギー委員会から商工労働観光エネルギー委員会から商工労働観光エネルギー委員会から環境厚生委員会から環境厚生委員会から環境厚生委員会から

東通オフサイトセンターを視察（7月3日）

建設委員会から建設委員会から建設委員会から

　

5
月
の
商
工
労
働
観
光
エ

ネ
ル
ギ
ー
委
員
会
で
松
田
議

員
は
、「
電
源
構
成
比
率
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
と

め
て
い
る
か
」
の
質
問
を
行

い
、「
福
島
第
一
原
発
事
故

前
と
同
じ
2
割
台
の
原
発
を

維
持
す
る
」
と
指
摘
、
原
発

再
稼
働
と
輸
出
に
よ
っ
て
原

発
に
し
が
み
つ
こ
う
と
す
る

安
倍
政
権
を
批
判
し
ま
し

た
。

　

安
藤
議
員
は
毎
月
の
環
境

厚
生
委
員
会
で
環
境
生
活
部

と
健
康
福
祉
部
に
関
わ
る
質

問
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間

東
通
原
発
の
事
故
の
際
の
住

民
避
難
・
原
発
敷
地
内
断
層

問
題
な
ど
原
発
核
燃
関
係
他

有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
実
態
、

介
護
報
酬
改
定
の
影
響
、
子

ど
も
サ
ポ
ー
ト
ゼ
ミ
実
施
、

福
祉
職
配
置
状
況
な
ど
の
質

問
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

7
月
に
県
立
病
院
の
エ
ボ

ラ
出
血
熱
な
ど
の
病
床
、
東

通
原
発
の
敷
地
内
断
層
、
リ

サ
イ
ク
ル
燃
料
備
蓄
セ
ン

タ
ー
、
東
通
オ
フ
サ
イ
ト
セ

ン
タ
ー
を
9
月
に
は
六
ヶ
所

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
、八
戸
市
民
病
院
ド
ク
タ
ー

カ
ー
の
運
用
、
バ
イ
オ
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
南
郷
、
葛

巻
町
畜
ふ
ん
バ
イ
オ
マ
ス
な

ど
を
調
査
し
て
き
ま
し
た
。三沢海岸浸食防止事業の視察（9月2日）

　

9
月
議
会
に
陸
上
競
技
場

整
備
事
業
費
の
補
正
予
算
が

計
上
さ
れ
、
全
体
事
業
費
は

1
5
7
億
円
と
な
っ
た
。
競

技
場
の
入
札
は
2
回
不
調
、

3
回
目
で
落
札
。
1
回
か
ら

28
億
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

す
わ
議
員
は
、
業
者
が
意
図

的
に
額
を
つ
り
上
げ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
県
民
に
疑

問
を
も
た
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
県
の
説
明
責
任
を
果

た
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
源
に
電
源
三
法

交
付
金
を
あ
て
る
の
は
、
原

発
・
核
燃
問
題
で
意
見
を
二

分
す
る
問
題
を
ス
ポ
ー
ツ
施

設
に
持
ち
込
む
こ
と
に
な

り
、
別
な
財
源
に
す
べ
き
だ

と
主
張
。
青
い
森
ア
リ
ー
ナ

（
マ
エ
ダ
ア
リ
ー
ナ
）
に
新

陸
上
競
技
場
を
建
設
す
る
こ

と
に
は
基
本
的
に
賛
成
を
表

明
し
ま
し
た
。

　

8
月
の
委
員
会
で
は
、
県

内
の
原
子
力
施
設
に
係
る
新

規
制
基
準
適
合
性
審
査
状
況

に
つ
い
て
質
問
し
、「
田
中

規
制
委
員
長
自
身
が
、
新
規

制
基
準
を
通
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
重
大
事
故
が
起
き
な

い
と
は
言
え
な
い
と
明
言
し

て
い
る
。
再
稼
働
そ
の
も
の

を
ス
ト
ッ
プ
す
べ
き
」
と
発

言
し
ま
し
た
。

採　

択

採　

択

採　

択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

採　

択


